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験
公
民
舘
表
彰
式
に
参
列
し
て
 

套
民
舘
長
 

松
 

井
 

汗
 

太
 

昭
和
一
干
一
雇
予
算
僅
に
一
万
余
円
を
以
 

て
発
足
し
た
本
村
公
民
館
の
歩
み
は
決
し
 

て
坦
た
た
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
戦
時
中
 

の
封
建
性
の
残
津
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
 

終
戦
後
の
素
乱
と
取
組
み
民
主
社
会
の
建
 

設
に
は
村
民
挙
て
の
努
力
精
進
は
遂
い
に
 

実
を
結
ん
だ
．
 

其
の
地
域
に
即
応
し
た
民
主
日
本
建
設
に
 

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
全
 

国
一
万
有
余
の
市
町
村
公
民
館
の
内
か
ら
 

全
国
優
良
公
民
館
十
一
館
の
ー
に
加
へ
ら
 

れ
た
事
は
全
く
村
民
各
位
り
時
代
に
め
ざ
 

め
た
協
刀
の
賜
物
で
あ
り
圭
％
 

去
ス
炎
化
の
日
文
部
大
臣
の
表
彰
を
受
け
 

倉
石
議
長
、
荒
木
主
事
と
共
に
其
の
式
典
 

に
参
列
し
又
特
別
の
由
答
に
依
て
宮
中
へ
 

参
内
「
天
皇
陛
下
」
の
拝
謁
が
許
さ
れ
有
 

難
い
お
言
葉
を
賜
り
且
又
御
ド
賜
品
迄
拝
 

領
し
陛
ド
を
題
尺
の
間
に
拝
し
乍
ら
記
念
 

の
撮
彰
が
許
さ
れ
ス
等
一
同
身
に
余
る
光
 

栄
に
只
大
恐
慨
威
激
し
て
宮
中
を
退
下
致
 

し
ま
し
た
．
 

準
っ
に
此
の
光
栄
は
単
に
私
丑
含
人
の
み
 

の
も
の
で
は
な
く
本
村
公
民
館
員
全
体
の
 

亨
受
す
べ
き
永
還
に
輝
く
光
栄
で
あ
る
と
 

共
に
責
任
の
益
々
重
大
さ
を
痛
感
す
一
（
次
 

第
で
あ
り
ま
す
．
 

此
の
栄
替
を
き
ず
つ
け
ず
陛
下
の
お
言
葉
 

に
如
何
に
し
て
副
ひ
奉
る
か
日
夜
精
魂
を
 

砕
い
て
居
る
者
で
あ
り
ま
す
．
 

方
城
村
の
皆
様
何
卒
た
A
此
の
栄
替
を
契
 

機
に
民
主
日
本
建
設
の
為
、
更
に
一
段
の
 

内
 

参
 

内
 

居
 

皇
 

努
力
精
進
を
希
求
T
る
次
第
で
あ
り
ま
 

す． 

表

彰

の

喜

び

を

共

に

 

副
舘
長
 

高
 

津
 

久
 

雄
 

交
部
省
の
招
電
で
急
ぎ
上
京
し
た
．
松
井
 

村
長
、
倉
石
村
会
議
長
、
荒
木
公
民
館
主
 

事
が
、
交
部
大
臣
の
表
彰
状
と
大
花
瓶
り
 

賞
品
を
抱
へ
て
、
満
面
に
喜
び
の
感
激
を
 

漂
へ
帰
村
さ
れ
た
あ
の
時
り
情
景
が
今
尚
 

私
の
脳
裡
に
深
く
浸
み
こ
ん
で
去
り
難
い
 

も
の
が
あ
る
．
思
へ
ば
全
国
一
万
有
余
の
 

町
村
公
民
館
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
一
優
 

良
公
民
館
り
ー
と
し
て
、
本
村
の
公
民
館
 

が
交
都
大
臣
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
、
 

正
に
村
更
の
上
に
特
挙
犬
轡
す
べ
き
出
来
 

ど
と
で
あ
つ
た
．
 

文
化
村
建
設
の
指
標
の
下
に
、
村
民
の
総
 

べ
て
が
老
い
も
若
き
も
男
も
女
も
が
保
守
 

か
ら
進
歩
へ
進
歩
へ
と
過
去
の
因
襲
打
破
 

に
雄
A
し
く
も
戦
ひ
統
け
て
来
た
思
出
は
 

村
民
り
一
人
一
人
の
記
億
に
歴
然
た
る
も
 

の
が
あ
ら
う
、
喧
女
の
議
論
を
闘
し
た
農
 

村
電
化
、
農
作
物
の
病
虫
雪
駆
除
に
対
 

宮
（
機
材
の
設
備
や
薬
材
使
用
の
普
及
各
 

町
村
に
さ
き
か
け
し
て
設
慶
し
た
農
栗
会
 

館
、
交
化
意
議
の
向
上
を
目
指
す
図
書
館
 

の
設
鳳
、
保
育
園
の
開
設
、
各
中
小
学
校
 

の
次
ぎ
く
に
な
る
増
改
築
と
設
備
の
充
 

実
、
診
療
所
の
誇
る
べ
き
設
備
、
二
十
有
 

三
箇
所
に
渉
る
公
民
分
館
の
新
築
又
は
視
 

覚
教
育
の
面
に
於
け
る
近
代
的
優
秀
を
誇
 

る
映
写
機
の
購
入
、
さ
て
は
道
路
の
改
修
 

等
大
、
而
し
て
之
等
の
施
策
に
相
呼
応
す
 

る
供
米
の
完
遂
、
共
同
募
金
の
好
成
績
、
 

納
税
成
績
の
優
秀
、
各
種
選
挙
に
於
け
る
 

投
票
成
績
の
郡
内
一
位
の
連
続
等
大
は
村
 

長
室
に
掲
げ
ら
れ
た
．
教
多
く
の
表
彰
状
 

が
共
に
村
民
の
村
政
に
対
す
る
た
ゆ
ま
ざ
 

る
協
力
の
事
実
と
し
て
遣
憾
な
く
表
現
さ
 

れ
て
丙
る
。
 

誇
る
べ
き
目
分
の
村
の
持
つ
よ
さ
を
、
吾
 

大
は
今
度
の
表
彰
の
喜
び
を
機
会
に
一
応
 

回
顧
し
て
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
 

よ
き
万
城
公
民
館
の
受
賞
を
心
か
ら
祝
福
 

し
よ
う
．
そ
し
て
明
日
の
よ
n
》
よ
き
公
民
 

館
へ
の
育
成
に
村
民
の
総
力
を
挙
け
て
の
 

適
進
が
期
待
し
た
い
。
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文
部
省
発
表
の
 

表
彰
理
由
（
写
し
）
 

福
岡
県
田
川
郡
万
城
村
公
民
舘
 

舘

長

 松

井

肝

太

 

戦
前
経
済
更
生
旧
定
村
で
あ
つ
た
こ
の
村
 

は
、
戦
後
各
部
洛
毎
に
組
織
化
さ
れ
た
交
 

化
建
説
連
合
会
を
母
体
と
し
て
公
民
館
り
 

説
置
が
行
わ
れ
た
．
発
足
当
初
か
ら
生
産
 

衛
缶
、
教
育
を
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
 

こ
れ
に
基
い
て
本
年
度
は
分
館
活
動
の
促
 

進
、
青
年
学
級
の
充
実
産
業
図
書
の
充
実
 

視
聴
覚
数
育
の
徹
底
を
目
指
し
て
い
る
．
 

本
館
九
九
坪
は
新
築
で
あ
り
二
六
の
分
館
 

の
中
、
一
五
館
が
新
築
で
あ
る
．
各
分
館
 

鵬ー 

地
域
に
統
計
調
査
委
員
か
萎
嘱
し
て
各
種
 

実
想
調
査
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
 

村
振
興
の
総
合
計
画
樹
立
の
活
動
を
展
開
 

し
こ
の
計
画
の
具
体
化
、
「
」
臨
化
の
た
め
 

に
は
特
別
委
員
一
五
人
が
研
究
中
で
あ
ろ
 

青
年
学
級
は
通
年
制
二
〇
O
時
間
以
上
と
 

し
学
級
運
営
協
議
会
を
中
核
と
し
た
運
 

営
を
も
つ
て
ホ
ー
ム
プ
ロ
ゼ
ク
ト
お
よ
び
 

グ
ル
1
ブ
活
動
に
重
点
を
お
い
て
い
る
．
 

こ
の
外
に
分
館
定
期
講
座
は
一
年
を
二
期
 

に
分
つ
て
各
分
館
巡
回
的
に
定
川
日
を
定
 

め
て
開
講
し
、
本
館
で
は
講
師
陣
を
あ
つ
 

せ
ん
派
遣
し
て
い
る
．
 

本
館
で
行
わ
れ
る
婦
人
講
座
、
青
年
特
別
 

講
座
「
系
統
的
研
究
講
座
」
等
も
効
果
を
 

あ
げ
て
い
ス
％
ま
た
本
館
に
設
備
さ
れ
た
 

化
学
宰
験
室
は
産
業
振
興
に
基
礎
的
役
割
 

を
果
し
講
室
周
囲
に
設
け
ら
れ
た
展
示
設
 

備
「
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
」
に
は
基
本
統
計
図
 

表
は
も
と
よ
り
青
年
学
級
生
徒
作
品
そ
の
 

他
の
実
物
展
示
が
村
民
山
関
心
を
そ
、
つ
 

て
い
る
．
 

植
物
見
本
「
三
百
坪
」
炭
坑
地
に
設
け
た
 

児
童
遊
開
地
三
ケ
所
「
ー
ケ
所
三
百
坪
」
 

六
千
七
百
冊
の
蔵
書
も
特
記
で
き
る
．
専
 

任
職
員
は
五
名
、
二
十
七
年
度
予
算
は
四
 

百
五
十
三
万
九
千
五
百
円
村
費
総
額
の
十
 

二
％
を
占
め
、
人
口
一
人
当
り
二
百
九
十
 

四
円
に
及
ぶ
．
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成
人
祭
に
就
い
て
像
告
 

昭
和
一
十
八
年
は
予
定
の
通
り
一
月
十
五
 

日
成
人
の
日
に
盛
大
に
挙
行
致
し
度
い
と
 

計
圃
中
で
あ
り
ま
す
．
該
当
者
は
左
記
の
 

年
内
に
出
生
し
た
男
女
性
で
あ
り
ま
す
が
 

近
日
中
夫
た
の
機
関
を
通
し
申
告
し
て
頂
 

き
ま
す
が
漏
れ
な
く
申
告
し
て
頂
く
様
う
 

該
当
者
の
方
は
予
め
御
知
ら
せ
致
レ
ま
す
 

昭
和
八
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
 

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
 

以
上
 ,
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全
国
優
良
公
民
舘
表
彰
式
点
描
 

一
、
場
 

所
 

女
部
省
菊
花
薫
る
交
部
大
臣
室
 

一
、
時
 

十

一

月

三

日

 
文

化

の

日

 

】
、
午
前
九
時
寺
中
社
会
教
育
局
長
 

一
、
被
表
彰
公
民
舘
代
表
の
あ
い
 

の
開
会
の
辞
に
始
り
剣
太
交
部
次
官
侍
 

さ
つ
 

立
岡
野
交
部
大
臣
か
ら
表
彰
状
お
よ
び
 

年
長
公
民
館
長
の
答
辞
が
あ
つ
て
一
応
 

賞
品
の
授
与
 

型
の
如
く
式
典
終
了
 

一
、
大
臣
換
拶
岡
野
清
豪
犬
臣
か
ら
 

此
の
間
報
導
陣
の
フ
ラ
ツ
シ
ユ
乱
れ
と
 

公
民
館
は
社
会
教
育
上
重
大
な
使
命
を
 

ぶ
 

持
つ
て
い
る
と
と
 

一
、
記
念
撮
影
交
部
省
玄
関
に
お
い
 

戦
後
日
本
再
建
の
為
に
社
会
教
育
の
重
 

て
文
部
大
臣
を
中
心
に
被
表
彰
公
民
館
 

要
性
を
説
き
、
依
て
交
部
省
は
公
民
館
 

関
係
一
同
記
念
撮
影
 

の
助
長
育
成
の
為
に
表
彰
し
た
の
で
今
 

一
、
座
談
曾
 
交
部
次
官
室
で
 

後
の
活
勘
に
期
待
す
お
旨
の
挨
拶
が
あ
 

剣
木
次
官
司
会
寺
中
社
会
敷
育
局
長
始
 

つ
た
 簾

澱
蝋
（
「
 

め
交
部
省
関
係
官
及
今
回
の
表
彰
審
査
 

鷺

麟

驚

ー
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一
 

文部省玄関全国被公民館長 

委
員
と
共
に
被
表
彰
公
民
館
長
を
中
心
 

に
座
談
会
が
開
加
れ
た
 

司
会
者
凱
木
次
官
の
挨
拶
に
始
り
各
館
 

長
か
ら
表
彰
の
光
栄
に
浴
す
る
迄
に
至
 

つ
た
苦
心
談
や
協
力
団
体
の
活
動
状
況
 

等
に
つ
い
て
尊
い
体
験
の
発
表
に
続
い
 

て
審
査
員
か
ら
審
査
上
の
苦
心
談
や
感
 

激
談
意
見
等
を
織
混
ぜ
て
有
益
な
発
表
 

が
あ
り
、
個
大
の
公
民
館
長
と
審
査
員
 

と
の
質
疑
が
変
さ
れ
、
松
井
館
長
約
一
一
 

十
分
に
亘
り
本
村
の
特
異
性
か
ら
今
日
 

に
至
つ
た
経
過
と
現
状
及
将
来
の
抱
負
 

に
つ
い
て
意
見
を
述
ぺ
ら
れ
一
同
に
深
 

い
感
銘
を
与
え
た
．
斯
く
て
全
員
熱
心
 

に
質
疑
応
答
二
時
間
に
及
び
終
了
 

】
、
宮
中
寿
観
午
後
一
時
一
午
分
交
 

部
省
の
自
動
車
に
よ
つ
て
坂
下
門
集
合
 

威
儀
を
正
し
坂
ド
門
よ
り
参
内
宮
内
庁
 

係
官
の
案
内
と
説
明
に
依
h

て
宮
城
内
 

く
ま
な
く
拝
観
就
中
吹
上
御
苑
の
生
物
 

学
研
究
所
及
農
場
の
模
様
を
具
に
拝
観
 

説
明
を
聞
さ
、
農
村
民
に
と
つ
て
は
感
 

慨
深
い
も
の
が
あ
つ
た
．
 

一
、
天
皇
陛
下
の
奔
謁
 

宮
内
庁
後
庭
に
一
同
整
列
三
谷
侍
従
長
 

の
御
先
導
申
上
げ
徳
川
侍
従
尾
従
天
皇
 

陛
下
の
御
臨
場
を
仰
ぎ
寺
中
社
会
数
曹
 

局
長
か
ら
全
国
奏
民
館
活
動
の
現
状
を
 

御
説
明
申
上
、
社
会
塾
月
上
公
民
館
活
 

動
の
重
要
性
を
述
べ
、
わ
が
国
民
主
的
 

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
ナ
ー
公
 

民
館
を
表
彰
し
か
る
趣
旨
を
具
に
奏
上
 

し
、
終
つ
て
別
掲
の
様
に
陛
下
の
お
言
 

葉
を
賜
り
如
何
に
民
主
国
家
と
な
り
国
 

民
の
象
徴
と
し
て
の
天
皇
陛
下
と
は
申
 

し
乍
ら
、
あ
ま
り
に
も
民
主
的
な
陛
下
 

の
親
し
み
深
い
態
度
と
お
言
葉
に
一
同
 

感
涙
に
む
せ
び
、
陛
下
の
御
退
場
を
印
 

象
株
く
お
見
送
り
申
上
げ
御
下
賜
品
を
 

拝
領
し
て
交
部
省
へ
帰
つ
た
の
で
あ
つ
 

た． 
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審
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（
文
部
省
資
料
か
ら
）
 

一
、
八
月
四
日
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
 

あ
て
「
第
五
回
優
良
公
民
館
表
彰
に
つ
 

い
て
」
の
交
部
事
務
次
官
通
達
を
発
送
 

二
、
上
記
通
達
に
も
と
づ
い
て
各
都
道
府
 

県
教
育
委
員
会
か
ら
計
九
大
館
分
の
審
 

査
書
類
が
提
出
さ
れ
た
・
 

三
r
十
月
十
六
日
附
で
公
民
館
表
彰
審
査
 

委
員
十
】
名
を
委
嘱
．
 

四
、
上
記
九
六
分
館
の
審
査
書
類
に
つ
き
 

係
官
に
お
い
て
下
調
査
を
行
い
、
二
九
 

館
を
候
補
と
し
て
選
定
、
こ
れ
に
つ
い
 

て
審
査
資
料
を
作
成
 

五
、
十
月
一
干
五
日
午
前
十
時
か
ら
審
査
 

委
員
の
参
集
を
得
て
表
彰
審
査
会
を
開
 

催
、
上
記
二
九
館
の
中
か
ら
名
簿
の
通
 

り
優
良
公
民
館
十
一
館
を
選
定
．
 

苧
タ
卒
早
☆
申
申
申
幸
 

妙

表

 彰

 

状

鵬

 

☆
幸
卒
☆
玲
玲
女
玲
早
 

福
岡
県
田
川
郡
方
城
村
 

方

城

村

公

民

舘

 

右
は
郷
土
に
お
け
る
生
活
の
向
上
社
 

会
福
祉
の
増
進
等
の
た
め
有
益
な
事
 

業
を
行
い
わ
が
国
の
民
主
的
寵
農
に
 

多
大
の
資
献
を
な
し
た
．
 

よ
つ
て
今
後
の
努
力
を
期
待
し
 

優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰
す
る
 

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
「
日
 

文
部
大
臣
 
岡
野
清
豪
 

・

！

．

‘

》

，

．

‘

・

‘

'

 

昭
和
二
十
七
年
度
 

一
事
轟
一
 

牛
馬
深
耕
競
梨
会
盛
大
裡
に
終
る
 

十
一
月
十
三
日
先
日
の
時
雨
上
り
に
て
、
 

ま
だ
階
間
を
み
な
い
初
冬
の
空
、
折
柄
の
 

悪
天
候
を
侵
し
、
午
前
八
時
」
十
分
各
農
 

事
組
合
代
表
選
手
を
は
じ
め
応
援
者
参
観
 

者

続

A

と
会
場
に
集
ふ
．
云
ふ
ま
 

で
も
な
く
本
会
の
月
的
は
牛
馬
の
操
縦
、
 

梨
具
の
調
節
、
耕
法
の
研
究
練
磨
に
よ
り
 

梨
法
の
振
興
を
は
か
り
、
以
つ
て
農
業
経
 

営
の
合
理
化
を
図
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

斯
様
な
目
的
の
も
と
に
、
本
年
は
例
年
の
 

」
裂
構
成
を
一
部
変
更
し
、
年
令
別
に
青
 

年
部
・
壮
年
部
・
婦
入
部
の
三
部
を
編
成
 

し
、
蚊
に
昭
和
二
十
七
舞
度
（
戦
後
第
四
 

回
）
牛
馬
深
耕
競
梨
会
が
開
始
せ
ら
る
．
 

各
農
事
組
合
よ
り
選
抜
さ
れ
た
各
選
手
だ
 

け
に
、
演
技
は
ど
の
選
手
を
見
比
べ
て
も
 

貝
劣
り
は
な
く
、
日
頃
腕
に
「
ョ
リ
」
を
 

か
け
た
練
習
が
本
日
実
を
結
ぷ
，
即
ち
一
 

九
五
二
年
の
初
冬
に
高
女
と
ひ
る
が
え
る
 

日
章
旗
の
も
と
に
「
必
勝
」
「
優
勝
」
を
 

め
ざ
し
相
入
り
乱
れ
て
の
争
瀞
接
戦
の
結
 

果
遂
に
左
記
成
績
と
な
る
．
 

記
 

一
、
選
手
と
し
て
届
出
の
あ
つ
か
数
 

一
一
十
五
名
 

一
、
競
技
当
日
選
手
と
し
て
申
込
を
受
け
 

た
る
数
 

十

三

名

 

一
、
」
饗
に
参
加
せ
る
選
手
総
数
 

男
 

一
】
十
五
名
 

女
 

三
名
 

計
 

」
千
八
名
 

一
、
場
所
 
伊
方
古
門
中
央
公
民
館
裏
 

（
深
町
）
 

一
、
日
時
 
十
一
月
十
」
百
 

一
、
褒
賞
 。

 

※
青
年
の
部
受
賞
者
 

等
賞
別
 

氏
 
名
 

所
属
組
合
 

一
等
賞
 

永
末
 
交
昭
 

二
等
賞
一
席
 
黒
田
 
貞
利
 

一
一
等
賞
一
一
席
 

高
松
 
信
夫
 

三
等
賞
一
席
 
渡
 

正
和
 

右
同
一
一
席
 
逢
坂
 

博
 

右
同
一
一
一
席
 
長
尾
 

学
 

※
壮
年
の
部
受
賞
者
 

等
賞
別
 

氏
 
名
 

一
等
賞
 

永
末
 
保
美
 

二
等
賞
一
席
 
秋
野
 
好
交
 

一

辱

宣

席

 
二
替
 
秀
則
 

三
等
賞
一
席
 
渡
 

則
孝
 

右

同

一

席

 
田
島
 
藤
夫
 

右
同
 
三
席
 
香
月
 
喜
壮
 

※

婦

人

 の

部

 

長見鼻中見野 

i甫六城組大地 

所 
佐岩岩妾I二野上属 

門 弁組 
百屋屋・ー主I」l城合 

等
賞
別
 

氏
 
名
 

所
属
組
合
 

一
等
賞
 

永
未
つ
ゆ
子
 

上
弁
城
 

二
等
賞
一
席
 
芳
野
 
綾
子
 

見
 
大
 

二
等
掌
一
席
 
未
松
須
賀
子
 

見
 
大
 

右
の
入
賞
成
績
に
鑑
み
本
年
度
は
優
勝
旗
 

を
、
野
地
農
事
組
合
に
授
与
せ
り
、
依
つ
 

て
、
来
ろ
十
一
月
十
八
日
勾
金
村
に
於
い
 

て
、
郡
市
牛
馬
深
耕
競
塾
会
に
本
村
よ
り
 

出
場
す
る
選
手
と
し
て
 

上
弁
城
組
合
永
未
保
美
、
野
地
組
合
永
末
 

交
昭
、
見
六
組
合
黒
田
利
三
氏
と
決
定
さ
 

れ
る
．
 

つ
い
て
は
本
日
の
成
績
に
よ
り
以
上
み
が
 

き
を
か
け
て
、
更
に
郡
市
段
階
に
於
て
も
 

優
秀
な
る
技
術
を
発
揮
さ
れ
、
且
つ
優
勝
 

さ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
つ
、
脱
稿
に
際
し
十
 

一
月
十
二
日
よ
り
地
元
（
古
門
地
区
）
の
 

各
農
事
組
A
具
並
び
に
各
農
葵
委
員
各
関
 

係
者
を
し
て
、
絶
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
 

燕
に
昭
和
一
干
七
舞
度
方
城
村
牛
馬
深
耕
 

競
梨
会
を
無
事
盛
大
に
施
行
さ
し
て
戴
き
 

ま
し
た
事
を
当
局
と
致
し
ま
し
て
は
、
本
 

紙
を
以
つ
て
厚
く
御
礼
申
士
げ
併
せ
て
今
 

後
の
御
協
刀
を
お
願
い
致
し
ま
す
．
 

』
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、
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ノ‘、 

酸
性
親
議
議
轟
 

人
類
は
土
地
を
離
れ
て
存
在
し
な
い
、
人
 

類
歴
史
の
大
部
分
は
天
恵
多
い
山
毒
m
に
起
 

つ
た
と
も
云
は
れ
て
居
り
ま
す
。
特
に
農
 

業
に
と
つ
て
は
根
本
的
な
要
素
で
従
つ
「
し
 

土
壌
に
関
す
る
学
究
こ
そ
、
実
に
農
学
の
 

基
礎
を
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
え
 

更
に
我
が
国
の
基
礎
産
業
と
し
て
の
必
然
 

性
は
ま
ぬ
が
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
国
土
的
に
現
在
の
農
業
 

経
営
の
在
り
方
は
、
余
に
も
窮
屈
極
は
ま
 

ス
現
状
と
云
え
る
で
せ
う
、
故
に
経
営
の
 

規
模
が
零
細
で
あ
る
と
か
、
又
地
力
の
低
 

い
点
と
か
で
、
結
局
は
土
壌
の
問
額
に
帰
 

着
す
る
部
面
が
多
い
才
思
い
ま
す
．
依
つ
 

て
こ
れ
等
の
弱
体
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
 

農
業
を
営
む
者
と
し
て
は
特
に
重
要
な
勉
 

強
と
思
ひ
ま
す
．
 

そ
の
中
で
標
題
通
り
酸
性
十
嚢
に
つ
い
て
 

記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．
 

一
、
酸
性
と
は
ど
う
い
う
こ
と
 

カ
 

「
お
握
り
」
の
中
に
梅
干
を
入
れ
て
置
く
 

と
な
か
・
く
く
さ
り
に
く
い
の
は
、
梅
干
 

の
酸
に
依
つ
て
細
菌
が
繁
殖
で
き
な
い
 

か
ら
で
す
．
処
が
「
お
握
り
」
だ
か
ら
良
 

い
わ
け
で
す
が
、
土
壌
に
於
い
て
ほ
逆
に
 

困
り
ま
す
．
又
此
れ
と
同
様
な
最
も
手
近
 

に
わ
か
り
易
す
い
も
の
は
、
梅
漬
の
汁
や
 

酢
又
は
硫
醜
な
ど
は
、
な
め
る
と
何
れ
も
 

酢
ぽ
い
味
が
す
る
で
せ
う
．
私
達
は
と
れ
 

を
酸
味
が
あ
る
と
云
つ
て
居
り
ま
す
．
 

,
 

こ
れ
等
の
駿
味
り
あ
る
も
の
に
、
青
色
の
 

リ
ト
マ
ス
紙
を
附
け
て
見
れ
ば
此
の
リ
ト
 

マ
ス
紙
は
赤
色
に
変
わ
り
ま
す
．
こ
の
よ
 

う
な
性
質
を
酸
性
と
い
い
ま
す
．
 

こ
れ
と
反
対
に
、
シ
プ
味
を
与
え
る
も
の
 

が
あ
り
ま
す
．
灰
や
洗
た
く
ソ
ー
ダ
叉
は
 

石
け
ん
、
石
灰
も
そ
の
ー
つ
で
す
．
 

と
れ
等
は
酸
性
の
場
合
と
反
対
に
、
赤
色
 

の
リ
ト
マ
ス
紙
を
青
色
に
変
え
ま
す
．
と
 

の
よ
う
な
性
質
を
、
ア
ル
カ
リ
性
と
い
い
 

ま
す
．
 

そ
こ
で
酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
と
は
正
反
対
 

の
性
質
で
す
．
爾
方
の
性
質
の
も
の
を
丁
 

摩
っ
ま
く
混
ぜ
合
せ
る
と
ど
多
り
の
性
質
 

も
な
く
な
り
、
と
れ
を
中
和
と
云
い
、
 

醜
性
で
も
な
け
れ
ば
ア
ル
カ
リ
性
で
も
あ
 

り
ま
せ
ん
．
又
こ
れ
を
中
性
と
も
云
は
れ
 

て
い
ま
す
．
 

こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
見
る
と
、
自
然
に
 

あ
る
物
は
す
べ
て
、
酸
性
か
、
ア
ル
カ
リ
 

性
、
又
は
中
性
か
何
れ
か
の
性
質
を
持
つ
 

て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。
只
同
じ
酸
性
と
 

か
、
ア
ル
カ
リ
性
と
か
云
つ
て
も
強
い
も
 

の
も
あ
れ
ば
弱
い
も
の
も
あ
り
ま
す
．
尚
 

こ
れ
を
只
単
に
強
弱
で
は
ば
く
ぜ
ん
と
し
 

て
、
は
つ
き
り
し
ま
せ
ん
．
従
つ
て
、
そ
 

こ
に
程
度
を
知
る
為
数
字
と
か
に
依
り
、
 

そ
れ
な
る
も
の
の
度
合
を
知
ス
、
こ
と
が
出
 

来
ま
せ
う
．
私
達
は
暑
さ
の
程
度
を
知
る
 

の
に
寒
暖
割
を
用
い
ま
す
．
そ
し
て
「
今
 

日
は
寒
い
零
下
二
度
だ
」
と
か
で
暮
暖
計
 

、
 の

愛
盛
（
め
も
り
）
で
舞
さ
の
程
慶
奮
太
 

い
あ
ら
わ
し
ま
す
．
 

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
の
程
度
も
、
こ
れ
と
 

同
じ
よ
う
に
、
今
少
し
は
つ
き
り
そ
の
度
 

合
を
を
云
い
あ
ら
わ
す
の
に
ピ
1
エ
ツ
チ
 

(
P
H
と
瞥
く
）
と
云
ふ
単
位
を
使
ひ
ま
 

す． 
そ
こ
で
、
中
性
を
ビ
1
ェ
ツ
チ
七
、
〇
と
 

し
ま
す
と
、
酸
性
が
強
い
ほ
ど
大
、
五
、
 

四
、
一
三
と
数
字
を
小
さ
く
し
，
 

こ
れ
と
逆
に
、
ア
ル
カ
リ
性
が
強
い
ほ
ど
 

八
、
九
、
十
、
と
い
う
ぐ
あ
い
に
数
字
を
 

大
き
く
し
て
行
く
の
で
す
．
 

そ
れ
で
は
田
畑
の
土
壌
は
ど
れ
く
ら
い
の
 

ピ
ー
エ
ツ
チ
（
P
H
）
に
価
を
示
す
か
 

・
非
常
に
強
い
酸
性
土
壌
 

四
、
五
以
下
 

・
強
酸
性
土
壌
 

四
、
五
 

五
、
一
一
 

・
酸
性
土
壌
 

五
、
三
 

大
、
四
 

・
弱
酸
性
土
壌
 

大
、
五
ー
 

大
、
九
 

・
中
性
土
壌
 

七
、
O
 

・
弱
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
ー
 

七
、
一
ー
 

七
、
五
 

ニ
、
土
壊
は
ど
う
L
て
酸
性
に
な
 

る
か
に
つ
い
て
 

学
界
で
は
、
我
が
国
の
耕
地
は
そ
の
九
〇
 

％
以
上
が
酸
性
土
壌
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
 

に
、
ア
ル
カ
リ
性
又
は
中
性
の
も
の
は
ま
 

れ
に
な
い
と
云
は
れ
て
居
り
ま
す
、
そ
れ
 

で
は
土
壌
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
酸
性
 

に
な
つ
た
の
で
せ
・
っ
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
 

は
大
体
次
の
康
因
だ
と
い
は
わ
て
居
n
ま
 

す． 

Q

元
来
我
が
国
は
雨
量
が
多
い
こ
と
、
 

雨
が
降
る
と
一
部
は
地
下
に
流
れ
込
む
 

そ
の
と
き
、
土
の
中
の
肥
料
分
特
に
石
 

灰
の
よ
う
な
も
の
を
溶
し
て
、
も
つ
て
 

ゆ
き
こ
れ
が
永
く
統
き
ま
す
と
、
士
壌
 

が
酸
性
に
な
つ
て
き
ま
す
．
更
に
又
我
 

が
国
の
よ
う
に
雨
が
多
く
湿
つ
た
気
 

に
於
い
て
は
斯
様
な
必
然
性
が
と
り
あ
 

げ
ら
れ
る
の
で
す
．
 

②
，
施
肥
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
 

ま
づ
、
あ
ま
り
に
も
作
物
栽
培
上
に
於
 

い
て
、
酸
性
肥
料
の
使
用
が
多
い
と
い
 

う
こ
と
，
即
ち
、
硫
安
や
過
燐
酸
石
灰
 

人
糞
尿
が
代
表
的
な
も
の
で
せ
う
．
 

硫
安
の
よ
う
な
も
の
は
硫
酸
と
ア
ン
モ
 

ニ
ア
と
結
ひ
つ
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
 

作
物
は
ア
ン
モ
ニ
ア
の
方
を
硫
酸
分
よ
 

り
も
よ
け
い
に
吸
収
す
る
こ
と
に
な
り
 

依
つ
て
は
、
山
爽
中
に
は
硫
酸
分
が
い
 

く
ぶ
ん
か
残
り
ま
す
．
こ
の
様
な
こ
と
 

が
毎
年
く
り
か
え
さ
れ
る
と
次
男
に
土
 

壌
は
酸
性
化
さ
れ
ま
す
。
従
つ
て
、
酸
性
 

の
強
い
田
畑
に
は
生
理
的
酸
性
肥
料
を
 

出
来
得
る
限
り
さ
け
塩
基
性
肥
料
や
中
 

性
肥
料
を
施
し
、
こ
れ
以
上
酸
度
を
強
 

め
る
こ
と
を
さ
け
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
 

ん． 
（イ） 

肥
料
選
定
に
つ
い
て
の
参
考
ま
 

で
に
記
す
．
 

⑥
生
理
的
酸
性
肥
料
I
硫
安
、
過
燐
酸
石
 

灰
 

⑥
塩
基
性
肥
料
H
石
灰
窒
累
、
ト
1
マ
ス
 

燐
肥
、
熔
成
燐
肥
 

⑥
中
性
肥
料
廿
尿
葉
 

⑥
無
硫
酸
相
肥
料
廿
尿
紫
、
石
灰
窒
紫
、
 

塩
安
、
硝
安
、
ト
1
マ
ス
燐
肥
、
熔
成
 

い
 

燐
肥
 

大
体
こ
の
よ
う
な
二
項
目
の
外
と
し
て
は
 

土
壌
そ
の
も
の
が
出
来
始
め
か
ら
醜
性
で
 

あ
ス
、
場
合
で
あ
る
 

三
、
酸
性
土
壌
と
作
物
に
つ
い
て
 

土
が
酸
性
が
強
V
か
弱
い
か
を
知
る
に
 

は
、
植
物
の
生
育
の
如
何
に
依
つ
て
あ
る
 

程
度
見
分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
．
 

例
へ
ば
、
野
添
（
雑
草
類
）
で
特
に
、
 

ス
ギ
ナ
、
キ
イ
チ
ゴ
、
オ
、
バ
コ
類
 

の
良
く
生
育
す
る
所
で
は
酸
性
が
強
い
 

⑥
酸
性
山
爽
と
作
物
の
種
類
毎
の
抵
抗
力
 

表
 

・
酸
性
に
対
し
て
抵
抗
力
の
甚
だ
強
い
 

作
物
廿
稲
、
燕
麦
（
ェ
ン
バ
ク
）
、
ウ
 

ド
 

・
酸
性
に
対
し
抵
抗
力
の
強
い
作
物
n
小
 

麦
、
粟
、
ソ
バ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
一
一
 

十
白
大
根
、
里
寧
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
甘
藍
 

南
瓜
、
西
瓜
 

・
酸
性
に
対
し
抵
抗
力
の
や
、
強
い
作
物
 

廿
菜
種
、
 
コ
マ
ツ
ナ
、
ヒ
エ
、
ト
マ
ト
 

大
根
 

・
酸
性
に
対
し
抵
抗
の
中
位
な
作
物
廿
ス
 

ワ
リ
カ
プ
、
白
菜
、
甜
瓜
、
越
瓜
、
フ
 

ダ
ン
草
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ナ
ス
 

・
酸
性
に
対
し
抵
抗
力
の
弱
い
作
物
“
裸
 

麦
、
ゴ
ポ
ウ
、
葱
、
玉
葱
、
分
葱
、
胡
 

瓜
蚕
豆
 

・
酸
性
に
対
し
抵
抗
力
の
甚
だ
弱
い
作
物
 

H
大
麦
、
ホ
1
レ
ン
草
、
チ
ツ
ヤ
、
レ
 

ン
ゲ
草
、
人
参
、
菜
豆
、
腕
豆
、
落
花
 

生
 

右
の
よ
う
に
、
・
作
物
の
種
類
に
よ
り
土
壌
 

の
酸
性
に
対
し
プ
抵
抗
力
の
強
い
も
の
や
 

弱
い
も
の
が
大
体
お
わ
か
り
の
こ
と
、
思
 

い
ま
す
．
作
物
秦
栽
培
ず
る
に
あ
た
り
、
 

作
物
の
種
類
別
の
酸
性
抵
抗
力
を
良
く
知
 

る
と
と
も
必
要
で
せ
う
。
 

四
、
む
 
す
 
び
 

今
回
は
酸
性
土
壌
に
つ
い
て
「
一
．
項
目
に
亘
 

り
簡
単
に
記
し
て
み
ま
し
た
．
近
年
土
壌
 

の
酸
性
を
な
お
ず
問
題
は
、
地
力
維
持
問
 

題
と
、
も
に
非
常
に
重
く
み
ら
れ
、
従
つ
 

で
石
灰
と
給
肥
は
そ
の
対
策
と
し
て
影
の
 

形
の
よ
う
に
つ
き
ま
と
っ
も
の
で
す
、
 

と
こ
ろ
で
稲
作
中
心
で
あ
つ
た
農
業
も
、
 

今
後
は
畑
作
物
と
し
て
も
相
当
重
点
を
置
 

か
れ
る
様
に
な
つ
て
来
る
の
は
必
然
的
な
 

こ
と
で
せ
う
．
従
つ
て
そ
の
田
畑
地
の
土
 

嬢
の
酸
性
を
な
お
す
こ
と
は
極
め
て
重
 

要
な
こ
と
、
思
い
ま
す
．
 

農
業
会
館
実
験
室
 
白
石
記
 

十
ニ
月
農
事
メ
モ
 

麦
土
入
廿
風
雨
に
よ
つ
て
麦
の
根
が
露
 

出
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
覆
土
の
補
 

正
の
た
め
浅
く
土
入
を
行
う
。
 

追
肥
廿
本
年
は
加
里
肥
料
が
元
肥
の
時
 

期
に
品
切
れ
で
あ
つ
た
か
ら
、
施
用
し
て
 

い
な
い
麦
に
は
ニ
ー
三
貫
を
早
目
に
施
す
 

排
水
n
麦
は
冬
期
聞
湿
害
を
こ
う
む
り
 

易
い
の
で
、
畦
溝
を
よ
く
さ
ら
え
排
水
を
 

は
か
る
．
 

菜
種
補
植
廿
植
付
け
後
圃
場
を
巡
回
し
 

て
、
枯
死
し
て
い
る
も
の
は
禎
植
す
る
．
 

追
肥
ー
窯
素
肥
料
の
元
肥
施
用
の
少
い
 

も
の
に
対
し
て
、
士
肩
下
ー
一
月
中
旬
 

頃
迄
に
追
肥
を
行
う
．
 

疏
菜
甚
T
早
生
種
は
冬
期
肥
料
切
れ
を
 

来
さ
な
い
よ
う
追
肥
に
重
点
を
お
く
．
 

（
改
良
普
及
員
）
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1
 

本
年
度
共
同
募
金
運
動
の
大
要
 

民
生
課
 

辰
 

己
 

生
 

一
、
趣
 

甘
 

共
同
募
金
の
趣
旨
に
付
い
て
は
皆
様
御
存
 

知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民
全
体
の
 

深
い
理
解
と
認
識
を
昂
揚
し
社
会
生
活
を
 

営
む
各
人
す
べ
て
が
善
意
に
よ
り
目
発
的
 

な
国
民
運
勤
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
福
祉
 

計
画
に
対
し
必
要
な
る
寄
附
金
を
あ
ま
ね
 

く
醸
出
を
ロ
い
、
之
を
推
鵬
し
も
つ
て
社
 

会
全
体
の
希
求
す
る
福
祉
を
確
保
し
享
受
 

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
居
り
ま
す
．
 

ニ
、
使
 
途
 

皆
様
の
醸
出
さ
れ
た
募
金
は
種
女
な
福
祉
 

施
設
及
団
体
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
 

を
昨
年
度
の
公
表
さ
れ
た
も
の
よ
り
見
ま
 

す
と
．
 

1
、
身
よ
り
の
な
い
老
人
の
た
め
の
養
老
 

院
に
三
」
6
万
円
 

2
、
独
立
し
て
生
活
で
き
な
い
人
や
行
路
 

病
人
を
収
容
保
護
す
る
施
設
に
五
四
万
 

円
 

3
、
盲
ろ
う
あ
者
に
光
朋
を
与
え
る
保
護
 

指
導
施
設
に
一
三
四
万
円
 

4
、
生
活
に
困
つ
て
い
る
家
庭
の
盲
ろ
う
 

あ
児
を
保
護
指
導
す
る
施
設
に
一
二
五
 

万
円
 

5
、
親
の
な
い
子
や
可
哀
そ
う
な
子
を
養
 

護
す
る
施
設
に
七
（
又
）
万
円
 

6
、
親
の
な
い
赤
ち
や
ん
を
青
て
る
乳
児
 

院
に
一
一
〇
万
円
 

7
、
生
活
に
困
つ
て
い
る
人
女
の
お
産
を
 

保
護
す
る
施
設
に
三
よ
一
 
円
 

8
、
働
く
親
に
代
り
子
供
を
預
り
保
護
す
 

る
施
設
に
一
五
〇
〇
万
円
 

9
、
子
供
に
よ
い
環
境
を
与
へ
る
施
設
に
 

三
一
】
万
円
 

10 
、
引
揚
者
ふ
『
災
者
等
に
安
息
を
与
え
 

る
施
設
に
五
O
万
円
 

11 
、
罪
を
犯
し
た
人
を
保
護
更
生
さ
せ
る
 

施
設
に
八
〇
万
円
 

其
他
の
福
祉
事
業
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
之
は
皆
様
の
温
く
美
し
い
ま
こ
こ
ろ
 

の
結
晶
し
た
姿
で
あ
る
と
厚
く
感
翻
し
て
 

居
り
ま
ず
．
 

三
、
本
村
の
現
況
 

本
村
に
於
い
て
は
役
場
前
診
療
所
に
助
産
 

施
設
を
設
け
て
居
り
ま
す
が
、
併
せ
て
優
 

生
保
護
法
に
よ
る
手
術
も
現
在
実
施
し
て
 

居
り
ま
す
．
之
に
募
金
の
配
分
を
得
て
居
 

教
育
委
員
会
事
務
機
構
 

本
村
教
育
委
員
会
の
組
織
が
次
の
通
り
決
 

定
致
し
ま
し
た
．
 

教
育
委
員
会
長
 
中
 
山
 
英
 
雄
 

ク
 

副
会
長
 
村

田

善

大

郎

 

ク
 

委
 
員
 
田
 
辺
 
雅
 
雄
 

ク
 

委
 
員
 
白

石

チ

ズ

ル

 

ク
 

委
 
員
 
中

村

平

八

郎

 

（
議
会
遥
出
）
 

〕
 

委 委委 

員 員員 

ク
 

教
育
長
 
高
 
津
 
久
 
雄
 

一
、
事
務
局
に
三
係
が
鳳
か
れ
次
の
通
り
 

人
事
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
．
 

朋
年
四
月
正
式
教
育
長
の
設
置
を
見
る
 

迄
当
分
の
間
実
務
の
総
括
的
責
任
者
 

荒
木
 
良
和
 

一
、
総
 
務
 
係
 

田
中
 
光
男
 

】
、
学
校
教
育
係
 

永
末
 
正
幸
 

一
、
社
会
教
育
係
 

」」朱 

良
和
 

公
民
館
団
書
館
女
子
腎
年
学
級
は
従
前
の
 

通
り
と
す
る
．
 

り
ま
す
が
、
本
年
は
摺
室
を
も
尭
備
致
し
 

た
い
も
の
と
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
が
、
 

之
も
分
配
な
く
て
は
困
難
と
思
い
ま
す
。
 

叉
児
童
叉
庫
及
止
蓮
寺
幼
児
園
に
つ
い
（
し
 

も
同
様
配
分
を
受
け
て
居
り
ま
す
。
 

四
、
結
 

論
 

本
村
の
昭
和
二
十
七
年
度
募
金
総
目
標
額
 

は
過
般
駐
在
員
及
民
生
出
（
員
の
方
A
と
懇
 

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
処
、
出
席
者
全
員
 

の
温
い
理
解
と
愛
情
に
よ
り
総
額
二
四
万
 

九
千
円
、
被
保
護
世
帯
及
之
に
準
ず
べ
き
 

世
帯
を
除
き
「
円
当
り
平
均
八
五
円
で
、
 

大
体
昨
年
度
と
同
様
に
て
実
施
に
御
墨
力
 

を
頂
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
達
の
生
 

活
も
叉
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
，
然
 

し
私
達
同
胞
の
な
か
に
は
父
母
を
失
い
或
 

は
病
夫
を
か
、
え
、
或
は
頼
る
肉
親
と
て
 

は
な
い
哀
れ
な
困
窮
君
に
、
や
さ
し
い
愛
 

の
み
ち
び
き
と
奉
仕
に
よ
る
御
協
力
な
し
 

で
は
そ
の
目
的
の
完
遂
は
出
来
ま
せ
ん
．
 

募
金
の
期
日
は
全
国
と
も
十
月
一
日
よ
り
 

十
月
三
十
一
日
迄
で
あ
る
の
で
．
社
会
福
 

祉
の
発
達
と
国
民
た
す
け
あ
い
の
尊
き
同
 

情
と
、
私
達
の
村
の
福
耕
施
設
発
展
の
為
 

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
て
止
み
ま
せ
 

ん。 
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杜
会
教
育
研
究
大
会
⑧
 

所
讃
基
本
知
識
に
立
脚
す
る
生
活
態
度
が
 

養
成
さ
れ
て
い
な
い
．
次
ぎ
に
社
会
教
育
 

の
学
習
活
動
で
あ
る
か
、
事
実
を
専
問
的
 

に
倹
討
し
て
行
く
事
が
望
ま
し
い
．
之
が
 

為
学
校
教
育
は
も
つ
と
積
極
的
に
社
会
教
 

育
に
参
す
る
様
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

戦
後
学
校
数
育
か
社
会
教
育
部
面
か
ら
離
 

れ
て
行
つ
た
の
は
事
実
で
あ
る
．
学
校
は
 

公
民
館
活
勘
に
ま
か
せ
つ
き
り
で
、
而
も
 

学
校
塾
月
を
体
験
し
た
感
覚
の
古
い
数
育
 

者
の
企
図
に
よ
つ
て
処
理
す
る
も
の
が
あ
 

つ
た
が
、
公
民
館
活
動
は
新
し
い
感
覚
の
 

も
と
に
企
画
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
公
民
館
活
動
は
我
大
の
手
に
よ
つ
て
 

行
は
れ
る
の
か
本
則
で
あ
る
が
、
学
校
数
 

員
の
智
性
的
協
力
が
是
非
必
要
で
あ
る
．
 

之
は
又
婦
人
会
・
胃
年
団
行
事
に
も
積
極
 

的
な
参
加
が
要
せ
ら
れ
る
。
特
に
中
学
校
 

は
極
め
て
優
秀
な
学
習
課
程
を
持
つ
て
い
 

る
し
、
学
校
教
員
の
特
殊
な
識
見
や
学
校
 

で
行
う
色
大
な
調
査
の
結
果
を
公
民
館
で
 

生
か
す
様
に
努
力
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

現
在
で
は
婦
人
会
と
中
学
校
の
家
庭
科
が
 

L
‘
」
‘
ト
女
‘
r
』
（
'
h
 

ば
ら
く
に
分
離
し
て
い
る
．
 

教
員
の
学
校
内
で
の
教
育
は
梢
A
と
も
す
 

る
と
自
己
満
足
に
陥
い
る
恐
れ
が
あ
り
、
 

積
極
的
に
社
会
に
飛
び
込
ん
で
行
け
な
い
 

教
貝
は
教
育
の
否
定
者
で
あ
る
し
、
積
極
 

的
な
協
刀
者
た
り
得
な
い
教
員
は
脱
落
す
 

べ
き
教
員
で
あ
る
．
 

第
三
2
社
会
教
育
は
日
常
生
活
の
犠
牲
に
 

於
て
成
り
立
つ
様
な
感
じ
を
持
つ
．
現
状
 

は
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
．
現
在
の
様
に
 

多
忙
を
極
め
る
不
合
理
な
生
活
環
境
で
は
 

伸
展
し
得
な
い
．
葱
に
は
社
曾
施
設
の
 

必
要
性
が
望
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
．
例
え
 

ば
子
供
を
抱
え
た
婦
人
に
は
託
旧
併
の
開
 

設
や
農
繁
期
に
於
け
る
共
同
炊
事
保
育
所
 

開
設
等
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
 

県
下
に
於
け
る
最
近
の
公
民
館
職
員
に
は
 

大
体
引
揚
者
が
そ
の
事
に
当
り
各
地
域
に
 

於
け
る
欠
点
を
良
く
見
つ
め
て
適
切
な
行
 

事
が
企
画
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
見
る
べ
き
 

も
の
が
あ
る
．
 

（
次
号
へ
続
く
）
 

表
 

彰
 

昭
和
ニ
十
六
年
度
納
税
成
績
優
良
村
と
し
 

十
【
月
新
刊
書
 
乙
 

著
 
者
 

書
 

名
 

時
事
通
信
社
 
時
 
事
 
年
 
鑑
 

吉
川
 
英
治
 
新
平
家
物
語
八
巻
 

安
永
 
次
雄
 
視
聴
覚
数
育
麗
見
 

間
宮
不
二
雄
 
図
書
修
理
と
製
本
の
手
ぴ
 

き
 

て
本
村
は
去
る
九
月
十
一
日
福
岡
県
町
村
 

議
長
会
A
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
村
 

建
設
の
根
基
は
財
政
の
確
立
で
あ
り
、
此
 

れ
は
村
民
各
位
の
納
税
意
識
の
如
何
に
か
 

か
つ
て
い
る
事
は
論
を
侯
た
な
い
所
で
あ
 

り
ま
す
．
 

皆
様
万
の
御
協
力
に
よ
り
前
記
の
様
な
表
 

彰
を
受
け
た
事
を
共
に
嬉
び
度
い
と
存
 

じ
ま
す
．
 

溝
鯛
 

植
村
長
三
郎
 
図
督
・
図
書
館
事
典
 

佐
藤
 

直
 
中
小
図
書
館
の
経
営
 

岡
田
 

譲
 
日
本
工
「
蘭
録
 

国
立
国
会
図
書
館
 
レ
フ
ア
レ
ン
ス
 20 

ク
 

読
 
書
 
春
 
秋
 

岩
田
 
巌
外
 
簿
記
会
計
ハ
ン
ド
プ
ツ
ク
 

五
士
風
祐
宏
 
赤
坂
離
宮
案
内
 

美
術
工
芸
会
 
第
八
回
日
本
美
術
展
覧
会
 

目
録
 

小
原
 
国
芳
一
玉
川
児
童
百
科
辞
典
 29 
巻
 

安
藤
 
発
雄
 
市
町
村
教
育
委
員
会
そ
の
 

設
費
と
運
営
 

川
上
操
六
外
 

毎
日
新
聞
社
 

井
口
 

一
郎
 

川土堀湯 
端屋 1曳 

競
 

交
朋
 

康
成
 

下
島
 

連
 

塩
尻
 
公
閣
 

住
本
 
利
男
 

八
杉
 
龍
一
 

捲
川
 

新
 

藤
村
 

作
 

共
同
 
研
究
 

田
中
惣
五
郎
 

大
岡
 
昇
平
 

佐
野
 

学
 

津
留
 

宏
 

(

"

)

 

市
町
村
教
育
委
員
会
の
手
 

び
き
 

毎
日
新
聞
縮
刷
版
十
日
且
ケ
 

マ
ス
・
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
イ
ツ
 

ョ
ン
 

稲
の
病
害
虫
及
び
防
除
法
 

万
葉
果
私
註
第
十
一
巻
 

川
端
康
成
全
集
＠
巻
 

山
下
裁
判
下
巻
 

祖
国
へ
の
遺
書
 

占
領
秘
録
上
巻
 

一
一
十
世
紀
人
・
 

天
 
皇
 

西
鶴
全
集
①
②
③
巻
 

偽
ら
ぬ
日
本
更
 

天
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